
 

 

国 語 科 学 習 指 導 案 
単元名「要旨を把握して、それに対する考えを発表し合おう」 

 教材名「世代間倫理としての環境倫理学」 
令和５年９月 第２学年 指導者 齋藤 美和 

 

Ⅰ 単元（題材）の構想 

１ 単元観（題材観） 

 環境問題は現在だけの問題ではない。将来にも大きな影響を与える問題である。2015 年には持続可

能な開発目標（SDGs）が採択され、人々は未来を創るために現在と未来の関わりを考えるようになっ

てきている。しかしながら、現在も地球温暖化・森林破壊・海洋汚染・オゾン層の破壊など、人類の

存亡に関わる緊急の環境問題は数多く存在しているのが実態である。これに対して筆者は、環境倫理

学の視点から論を展開し、環境問題の解決・改善に向けて「世代間倫理」の考えを導入し、現在世代

は未来世代に対して生存権を保証する義務を負っていると主張する。 

 本教材の読解を通じて、次代を担う高校生が環境に対する深い認識をもち、将来に対する責任を自

覚してほしい。そして、ものの見方・考え方に新しい視点を付け加えることが望まれる。現在を生き

る私たちが未来世代のためにどれだけ自己犠牲を払えるか、倫理的な存在になり得るかということが

問われる。現在世代の未来世代に対するエゴイズムの実相やまだ存在しない未来世代の生存権の保証

という考え方を理解し、近現代人に欠落している「世代間倫理としての環境倫理学」について考えさ

せたい。 

 

２ 研究との関わり 

平成 30 年に告示された高等学校学習指導要領において、学ぶことに興味・関心をもち、見通しをも

って粘り強く取り組みながら、自己の学習活動を振り返って効果的に学習目標を達成していこうとす

る「主体的な学び」を実現する必要があることが述べられている。 

 研究協力校の生徒は、授業内での活動が板書を書き写すだけになってしまう生徒も多く、主体的に

学習する姿勢が身に付いていないことに課題が見られる。また、授業の内容が１時間で完結してしま

い、学習内容が次時の学習につながっていかないことや次の単元に生かされていないことがある。そ

うした背景には、内容理解に重点を置くあまり、文章の読解方法を考えて整理する時間を取ったり、

学習方略を自発的に促すための手立てを示していなかったりするため、学習内容を蓄積・活用するこ

とが難しいと考える。 

 そこで、学習の中での自らの気付きを蓄積し、自己の学習活動を振り返って、蓄積した気付きを整

理・調整する手立てを取り入れていく。具体的には、毎時間のワークシートの下部にメモ欄を設け、

メモ欄には評論文の読解方法における自らの気付きを記述し、蓄積できるようにする。単元の最後の

時間に、メモした気付きを整理することで情報を構造化する力を育んでいきたい。整理したことを基

に、自己の学習活動を振り返ったり次時以降の学習に活用したりすることで、自らの学びを蓄積・調

整し、見通しをもって学習活動に臨むことができる生徒の育成を目指していく。また、メモを取るこ

とは情報を自ら収集することでもあるため、主体的な学びに向かう姿勢の育成にもつながっていくと

考える。 

メモ欄の活用を通して、自らの気付きを可視化し、自覚化することにつなげたい。そして、メモ欄

に書きためた自らの気付きを振り返り、整理し、活用することで、評論文読解の深化につなげる。 

 

３ 単元の目標及び生徒の実態 

 目 標 生徒の実態 

知識及び技能 ・文や文章の効果的な組立て方や接続

の仕方について理解を深めることが

できる。（(1)ウ） 

・文章の組立て方や接続語の働きにつ

いては既習し知識としては得ている

が、理解を深めるところまでは至っ

ていない。 

思 考 力 、 判 断

力、表現力等 

・文章の種類を踏まえて、内容や構

成、論理の展開などを的確に捉え、

論点を明確にしながら要旨を把握す

ることができる。（Ｂ⑴ア） 

・要旨を捉えることができる生徒もい

るが、構成や論理の展開を踏まえた

上で答えることは苦手である。 

学 び に 向 か う

力、人間性等 

・言葉がもつ価値への認識を深めると

ともに、生涯にわたって読書に親し

み自己を向上させ、我が国の言語文

・比較的国語に対して苦手意識をもっ

ている生徒は少なく、言葉を通して

他者や社会に関わろうとしている



 

 

化の担い手としての自覚を深め、言

葉を通して他者や社会に関わろうと

する。 

が、読書量が少ないため語彙が乏し

い。 

 

４ 評価規準 

知識・技能 ・文や文章の効果的な組立て方や接続の仕方について理解を深めている。（(1)

ウ） 

思考・判断・ 

表現 

・「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開など

を的確に捉え、論点を明確にしながら要旨を把握している。（Ｂ⑴ア） 

主体的に学習に 

取り組む態度 

・内容や構成、論理の展開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨を把握する

ことに向けて粘り強い取組を行う中で、意見交換等をしながら自らの学習を調

整しようとしている。 

 

５ 指導及び評価、ICT活用の計画（全６時間：本時第６時）   

過 

程 

時 

間 

■ねらい 

□学習活動 

★ICT 活用に関する事項 

 

知 

 

思 

 

態 

◆評価項目＜方法（観点）＞ 

○指導に生かす評価 

●評定に用いる評価 

つ

か

む 

１ ■環境問題における現在世代と未来世

代の関係性を把握し、環境倫理学と

は何かを理解させる。 

□倫理とは何かを確認した上で、環境

倫理学の特徴を読み取り、筆者の問

題提起は何かを考える。 

○   ◆本文の組立てや接続の仕方につい

て理解し、筆者の問題提起は何か

を考えることができている。 

＜観察・ワークシート（知）＞ 

追

究

す

る 

２ 

 

 

■近代的な決定システムと封建的な決

定システムの違いを理解させる。 

□近代的な決定システムと封建的な決

定システムの違いを読み取り、ワー

クシートの表にまとめる。 

 

 

 ○  ◆本文の内容を基に、近代的な決定

システムと封建的な決定システム

の違いを読み取り、ワークシート

の表にまとめることができてい

る。 

＜観察・ワークシート（思）＞ 

 

 ３ ■現代の進歩主義における考え方につ

いて理解し、現在世代から未来世代

へのエゴイズムについて理解させ

る。 

□進歩主義による現在世代から未来世

代へのエゴイズムについて読み取

り、ワークシートにまとめる。 

 

 ○  ◆本文の内容を基に、進歩主義によ

る現在世代から未来世代へのエゴ

イズムについて読み取り、ワーク

シートにまとめることができてい

る。 

＜観察・ワークシート（思）＞ 

 

 ４ 

 

■現代の進歩主義による未来世代への

影響について理解させる。 

□成長イデオロギーによる未来世代へ

のエゴイズムについて読み取り、ワ

ークシートにまとめる。 

 

 ○  ◆本文の内容を基に、成長イデオロ

ギーによる未来世代へのエゴイズ

ムについて読み取り、ワークシー

トにまとめることができている。 

＜観察・ワークシート（思）＞ 

 

［単元の学習課題］ 

要旨を把握して、それに対する考えを発表し合おう 



 

 

ま

と

め

る 

５ ■筆者の主張・提言を読み取り、環境

問題解決に向けての行動を考えさせ

る。 

□筆者の主張・提言を読み取り、ワー

クシートにまとめる。 

□「未来世代のために身の回りで環境

問題に取り組んでいる例」について

調べ、自らの考えをワークシートに

記述する。 

□記述した考えをグループで共有す

る。 

 ●  ◆筆者の主張・提言を読み取り、そ

れを踏まえて環境問題の解決に向

けてどのような行動をしていくか

について自らの考えを書くことが

できている。 

＜観察・ワークシート（思）＞ 

 ６ 

 

本

時 

■ワークシートのメモ欄に書きためた

ことを基に、本教材での読解方法に

おける気付きを整理することを通し

て、次の単元の学習へ見通しをもた

せる。 

□ワークシートのメモ欄に書きためた

ことをグループで共有し、Google 

Jamboardに入力してクラスで共有す

る（★）。 

□Google Jamboard に挙がった意見を

基に、評論文の読解において気を付

けることや気を付けるための方法を

考え、Googleスプレッドシートに個

人でまとめる（★）。 

□Googleスプレッドシートにまとめた

内容を他者と意見交換する（★）。 

 

 

 

 

 

●  ● ◆評論文における読解方法を理解す

ることができている。 

＜観察・Google スプレッドシート

（知）＞ 

 

◆メモ欄に書きためたことを基に、

要旨を把握するための読解方法に

おける気付きを Googleスプレッド

シートにまとめようとしている。 

＜観察・Google スプレッドシート

（態）＞ 

 

Ⅱ 第６時の学習 

１ ねらい ワークシートのメモ欄に書きためたことを基に、本教材の要旨を把握するための読解方

法における気付きを整理することを通して、次の単元の学習へ見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［本時のめあて］ 

ワークシートのメモ欄に書きためたことを基に、本教材の要旨を把握するための読解方

法における気付きを整理することを通して、次の題材の学習へ見通しをもつ。 

 



 

 

２ 展 開 

主な学習活動        

予想される生徒の反応〔Ｓ〕 

★ICT 活用に関する事項  

◎研究上の手立て 

○指導上の留意点 

◆評価項目（観点） 

１ 前時の学習内容を振り返り、本時のめあてを 

つかむ。（導入３分） 

Ｓ：筆者の主張は、現在世代は未来世代の将来に

対して責任をもつ必要があるということだっ

たから、私はプラスチックの削減のためにエ

コバッグを使うようにしようと考えたよ。 

Ｓ：現在世代は未来世代の生存権を保証するため

に犠牲を払わないといけないということも述

べられていたから、未来のことを考えて行動

していきたいな。 

Ｓ：現在世代は未来世代に対して犠牲を払わない

と、未来世代の権利を奪うだけになってしま

うから、自分たちも未来世代のために我慢す

ることもしていかないとだね。 

 

 

 

 

 

○前時の学習内容が思い出せるように、前時の

ワークシートを用いながら、筆者の主張に関

連する発問をする。 

○隣同士で振り返りがしやすいように、話しや 

 すい雰囲気づくりや座席の配置を工夫する。 

 

  

 

 

  

 

 

 

２ 毎時間のワークシートのメモ欄に書きためた

ことをグループで共有し、Google Jamboardに入

力する（★）。（展開①17 分） 

Ｓ：構造は、筆者の主張が最後に書かれているか

ら「帰納的作文」の構造だ。『納得の構造』

の教材で作文構造については勉強したよね。 

Ｓ：授業の中で、筆者の問題提起は何か考えたよ

ね。はっきりと本文中に書いていなくても考

えることが大切だと思ったけど、どうかな。 

Ｓ：これまでの評論文でも出てきた語句が、今回

の教材にも出てきたな。評論文において重要

な語句はあるのかも。 

Ｓ：片仮名の言葉が多く出てきていたね。日本語

の語句に限定せず、評論文によく出てくる言

葉は読解する上で覚えた方がいいよね。 

Ｓ：接続語はどの評論文でも大切だな。今回も逆

接や例示の接続語が出ていたよね。 

Ｓ：題名からキーワードや内容を予想することも

大切だと思うけど、入力してもいいかな。 

Ｓ：内容の読解にあたって、現在世代と未来世代

の対比や近代的な決定システムと封建的なシ

ステムの対比をしたな。評論文では対比構造

に注意することが必要なのかも。 

Ｓ：授業の中で、各段落の中心文に印を付けた

な。キーワードや各段落の中心文を捉えるこ

とができれば、要旨を把握できると思う。 

Ｓ：Ａさんの意見は読解する上で必要なことだ

ね。自分では気付かなかったけど、大事なポ

イントだから入力しようよ。 

◎ワークシートのメモ欄に書きためた読解方法

における気付きを振り返り、整理する。 

◎ワークシートにまとめたことを他者と共有す

ることで、よりよい学び方を身に付ける。 

○全体で共有した際にまとめやすいように、入

力の仕方や注意点を事前に説明する。 

３ Google Jamboardに入力した内容をクラス全体  

 

＜めあて＞ 

ワークシートのメモ欄に書きためたことを基に、本教材の要旨を把握するための読解方法におけ

る気付きを整理することを通して、次の単元の学習へ見通しをもつ。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。 



 

 

 

で共有する（★）。（展開②10 分） 

Ｓ：なるほど。３班が挙げている意見は確かに授

業中に確認したな。見落としていた。 

Ｓ：他の班と自分の班の意見が同じということ

は、やはり評論文を読解する上で大切なのだ

な。 

Ｓ：同じ意見だったけど、２班のまとめ方はどう

して注意するのかということまで入力してあ

って分かりやすいな。 

Ｓ：以前に学習した評論文の振り返りの時と同じ

意見が挙がっているな。読解する上で大事な

ポイントの共通点が見付かったぞ。 

 

 

４ 次時以降の学習に生かせるように、評論文の

読解において大事なポイントを個人で Google ス

プレッドシートにまとめ、今後読解する上で気

を付けるための方法を具体的に考える（★）。

（展開③15分） 

Ｓ：だんだん評論文を読むポイントが分かってき

たぞ。 

Ｓ：題名からキーワードや内容を予測することは

大切だな。最初に必ず確認するようにしよ

う。 

Ｓ：接続語が大切なことは分かっていたけど、次

からは印を付けるようにしよう。読み返した

ときに分かりやすいようにそれぞれの接続語

によって印の形を変えてみようかな。 

Ｓ：各段落の中心文を捉えることで要旨や筆者の

主張が捉えられるから、各段落の中心文には

波線を引いておくようにしよう。 

Ｓ：指示語が出てきたら、指示語が指している部

分には傍線を引いておくようにしようかな。 

Ｓ：評論文を読むためには、様々な知識が必要だ

な。日頃から新聞を読んだり、ニュースを見

たりして、時事問題に触れておかないと内容

を理解することが難しいな。 

◎学習内容の関連付けを行い、次の単元へ見通

しをもって学習できるようにする。 

○読解する上で大切なことだけではなく、具体

的に気を付けるための方法を考えさせるた

め、入力に苦戦している生徒には実行できそ

うな方法（印を付ける、線を引くなど）を提

案する。 

○本題材における気付きに加えて、これまでの

題材の学習で得た評論文の読解方法のポイン

トと結び付けて考えられるように、各題材の

まとめの際に使用したワークシートと併せて

振り返らせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ Google スプレッドシートにまとめた内容を他

者と意見交換する。意見交換が終わったら、自

分のスプレッドシートを再度修正する（★）。

（終末５分） 

Ｓ：Ａさんは接続語に印を付けることにしたの

か。自分も同じ方法を思い付いたけれど、接

続語ごとに印を変える発想はなかったな。ま

ねしよう。 

Ｓ：Ｂさんのまとめ方は簡潔で分かりやすいな。

自分が見返したときに簡潔な方がいいかも。

入力し直そう。 

Ｓ：Ｃさんは前回の単元のことも踏まえて入力し

ているな。前回までの単元で振り返った内容

も見返してみよう。 

Ｓ：Ｄさんのように、ニュースを見るようにする

など、実際に本文を読む時以外の注意方法を

記入してもよさそうだな。  

 

◎まとめたことを他者と共有することで、より

よい学び方を体得する。 

〇同じグループの生徒だけではなく、他の班の

生徒とも意見交換を行うことで、より活発な

意見交流の場となるようにする。 

◆評価項目 

Googleスプレッドシートに「評論文の

読解で気を付けること」を入力することが

できている。＜Google スプレッドシート

（知）＞ 

◆評価項目 

Googleスプレッドシートに評論文を読

む際の「具体的な注意方法」をまとめよう

としている。＜観察・Googleスプレッド

シート（態）＞ 



 

 

３ 板書計画 

 
 

 

Google Jamboard（例）  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

Google Jamboard（例） 

 
 

 

 
 

 

 
 



 

 

Google Jamboard（例） 

 
 

Google スプレッドシート（例） 

 
 

Ⅲ  備考 

本指導案に掲載されている商品又はサービスなどの名称は、商標又は登録商標です。 

Google、Google Jamboard、Google スプレッドシート、Google Formsは、Google LLCの商標又は登

録商標です。 

なお、本文中には™マーク、®マークは明記していません。 


